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少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
「
青
少
年

健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
（
以
下
市
民

会
議
）」
と
い
う
大
き
な
団
体
活
動
を

支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
市

民
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
会
議
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
推
進
を
目
的
に
昭
和
54
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
91
団
体
、
34
個

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

推
進
員
や
補
導
員
が
い
ま
す
。

市
民
会
議
は
誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
少
年
愛
護
セ
ン
タ

ー
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
元
気
に
健
や
か
に
育
て
る

た
め
に
、
ど
ん
な
活
動
を
し
た
ら
良
い

か
を
み
ん
な
で
考
え
、
地
道
で
す
が
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

青青
少少
年年
期期
はは
大大
人人
にに
なな
るる
たた
めめ
のの
準準
備備
期期
間間
とと
しし
てて
、、
とと
てて
もも
重重
要要
なな
時時
期期
でで
すす
。。
子子
どど
もも
たた
ちち
がが

明明
るる
くく
、、
たた
くく
まま
しし
くく
育育
っっ
てて
いい
くく
たた
めめ
にに
はは
、、
地地
域域
のの
方方
たた
ちち
のの
力力
がが
必必
要要
でで
すす
。。
地地
域域
のの
住住
民民
同同
士士
、、
顔顔

のの
見見
ええ
るる
関関
係係
づづ
くく
りり
かか
らら
はは
じじ
めめ
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
がが
安安
心心
しし
てて
住住
めめ
るる
地地
域域
をを
つつ
くく
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。

各
地
区
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
青
少
年
育
成
推
進
員
（
以
下
推
進

員
）
が
い
ま
す
。
こ
の
推
進
員
は
各
地

区
の
区
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
市
長
な
ら

び
に
市
民
会
議
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

お
り
、
市
全
体
で
１
３
７
人
い
ま
す
。

地
区
の
推
進
員
さ
ん
に
、
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
し
た
。

南
地
区
に
は
推
進
員
が
13
人
い
ま

す
。
地
区
の
会
長
で
あ
る
大
野
さ
ん
は

推
進
員
に
な
っ
て
４
年
。
副
会
長
の
平

松
さ
ん
は
22
年
に
わ
た
り
推
進
員
を
し

て
い
ま
す
。

「
市
街
地
な
の
で
、
対
象
と
な
る
子

は
地
域
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
広
範

囲
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
守
る
と
い
い
ま
す
が
、
南
地
区
だ

け
で
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
市
全
体
の
子
ど
も
に
関
心
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
と
回
覧
板
等
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
地
道
で
は
あ
り
ま

す
が
努
力
し
て
い
ま
す
」
と
大
野
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

し
か
し
「
推
進
員
の
仕
事
は
、
非
常

に
漠
然
と
し
て
、
目
に
見
え
て
効
果
が

表
れ
な
い
」
と
話
す
大
野
さ
ん
た
ち
は
、

最
近
、
推
進
員
の
活
動
に
参
加
す
る
人

が
減
少
し
て
お
り
、
南
地
区
で
も
少
し

ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
気
比
中
学
校
で
校
区
の

安
全
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
な
り
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
区
長
会
な
ど
南
地
区
の

各
団
体
が
協
力
す
る
中
、
推
進
員
も
協

力
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
当
時
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

何
回
も
推
進
員
で
集
ま
り
、
実
際
に
通

学
の
状
況
を
見
に
行
っ
た
り
危
険
な
場

所
の
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
安
全
マ
ッ

東
郷
地
区
の
推
進
員
は
19
人
い
ま

す
。地
区
の
会
長
で
あ
る
宮
下
さ
ん
は
、

推
進
員
に
な
っ
て
６
年
。「
私
の
一
番

最
初
の
仕
事
は
、
落
書
き
消
し
や
っ
た

ん
で
す
わ
」
と
地
区
の
落
書
き
に
つ
い

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
宮
下
さ
ん
の

車
の
中
に
は
、
い
つ
も
サ
ン
ド
ペ
ー
パ

ー
が
積
ん
で
あ
り
ま
す
。「
ち
っ
ち
ゃ

な
落
書
き
な
ら
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
こ

す
れ
ば
、
時
間
は
か
か
る
け
ど
、
な
ん

と
か
消
え
る
ん
で
す
わ
」
と
い
う
宮
下

さ
ん
。
し
か
し
、
最
近
の
落
書
き
は
ス

プ
レ
ー
で
何
メ
ー
ト
ル
に
も
わ
た
っ
て

か
か
れ
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
個
人

で
は
消
せ
な
い
と
言
い
ま
す
。「
昔
の

落
書
き
は
せ
い
ぜ
い
チ
ョ
ー
ク
ぐ
ら
い

で
ね
。
濡
れ
た
雑
巾
一
つ
あ
っ
た
ら
よ

か
っ
た
け
ど
。
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

ス
プ
レ
ー
で
し
ょ
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
中
に
染
み
込
む
ん
や
ね
。
そ
う
す
る

と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
削
ら
ん
と
消
え

ん
の
で
す
わ
。
そ
れ
で
、
個
人
で
は
無

理
で
す
の
で
、
関
係
機
関
に
お
願
い
し

て
落
書
き
を
消
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
」。

ま
た
、
副
会
長
の
澤
口
さ
ん
は
「
家

庭
で
も
地
域
で
も
、
環
境
が
大
事
で
す

ね
。
落
書
き
し
て
い
る
程
度
は
い
い
け

れ
ど
、
溜
ま
り
場
に
な
る
と
大
変
や
か

ら
」
と
地
域
の
浄
化
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
地
区
の
落
書
き
は
減
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、

昨
年
は
地

区
の
青
少

年
健
全
育

成
標
語
コ

ン
ク
ー
ル

を
行
い
、

優
秀
作
品

を
書
い
た

横
断
幕
を
作
り
ま
し
た
。「
標
語
だ
け

書
い
て
あ
っ
て
も
読
ん
で
も
ら
え
ん
の

で
、
地
域
の
写
真
や
子
ど
も
た
ち
の
写

真
を
入
れ
て
作
っ
た
ん
で
す
。
興
味
を

も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
作
り

ま
し
た
」
と
地
域
に
根
ざ
し
た
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

プ
作
成
の
下
準
備
に
相
当
日
数
を
か
け

た
そ
う
で
す
。「
資
料
を
作
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は

推
進
員
の
活
動
を
活
性
化
す
る
い
い
チ

ャ
ン
ス
で
し
た
」
と
話
す
平
松
さ
ん
。

そ
し
て
「
や
は
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
い

ろ
ん
な
こ
と
を
話
す
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
団

体
と
連
絡
を
密
に
し
情
報
を
共
有
し

て
、
健
全
育
成
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

青少年健全育成敦
賀市民会議（以下市
民会議）は住民主導
で、次代を担う青少
年の健全な育成を図ることを目
的にしています。
会議の趣旨に賛同していただ

ける団体や個人に会員になって
もらっています。青少年問題の
領域は広く、相互の活動の理解
を深め、行政機関や学校、各団
体の連携のもと、市民一人ひと
りの理解と協力とによって展開
していく必要があると認識して
います。こうした考えに立って、
市民と行政が一体になった市民
会議が結成されました。
市民会議のメインの行事には、

「親子のフェスティバル」と「青
少年育成敦賀市民大会」があり
ます。また、敦賀の歴史や文化
を知り、地域のことをよく知っ
て欲しいため「ひまわり塾」を
開講して、今年で８年目を迎え
ました。「青少年からのメッセー
ジ、青少年へのメッセージ」の
作文・ポスター募集も継続して
行っています。
全市民の皆さんに市民会議の

趣旨をご理解いただき、青少年
の健全育成
にご尽力く
ださいます
よう願うも
のです。

平成９年度から平成15年
度まで会長を務めた

加藤
かとう

和夫
かず お

さん

青少年健全育成敦賀
市民会議に参加を！

青少年健全育成敦賀市民
会議のシンボルマーク

子どもたちや地域の写真を載せた横
断幕を披露（葉原小学校）

気比中学校へ渡した資料。写真１枚１枚に、コメ
ントが付けてある。

南地区推進員会
会長　大野冨夫さん

南地区推進員会
会長　大野冨夫さん
南地区推進員会
会長　大野冨夫さん
南地区推進員会
会長　大野冨夫さん
南地区推進員会
会長　大野冨夫さん
南地区推進員会
会長　大野冨夫さん

南地区推進員会
会長　大野冨夫さん

南地区推進員会
会長　大野冨夫さん
南地区推進員会
会長　大野

おおの

冨夫
とみ お

さん

南地区推進員会
副会長　平松　正さん

南地区推進員会
副会長　平松　正さん
南地区推進員会
副会長　平松　正さん
南地区推進員会
副会長　平松　正さん
南地区推進員会
副会長　平松　正さん
南地区推進員会
副会長　平松　正さん

南地区推進員会
副会長　平松　正さん

南地区推進員会
副会長　平松　正さん
南地区推進員会
副会長　平松

ひらまつ

正
ただし

さん

東郷地区推進員会
副会長　澤口

さわぐち

諭
さとし

さん

東郷地区推進員会
会長　宮下

みやした

巧
たくみ

さん

問合せ　少年愛護センター　 ２３ー０１８９
家庭教育相談　　　 ０１２０－０９０５２３

毎月１５日は「青少年育成の日」／毎月第３日曜日は「家庭の日」
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便利で快適な私たちの日常生活は、電気やガス、ガソリンなどのエネルギーに支えられています。し
かし、これらのエネルギーを使うことによって、二酸化炭素等の温室効果ガスが発生し、地球温暖化が
進行しています。
しかし、１人ひとりのちょっとした心がけで温室効果ガスの発生を少なくすることは可能です。
無理せず、取り組みやすいことから実行してみませんか？

地球を包んでいる大気には、太陽から降り注いでくる光の一部を逃がさずに、地球の温度を
私たちが生活しやすい温度にしてくれている温室効果ガス（二酸化炭素等）が含まれています。
しかし、温室効果ガスが増えすぎると地球の温度が高くなってしまいます。これ

が地球温暖化です。
このまま温暖化が進むと、２１００年には地球の温度が最大で５．８度ほど上が

ると予想されています。

地球の温度が上がると、北極や南極の氷がとけて、海水面が上がって洪水等が起こります。
また、気温の変化で住むところがなくなって、多くの動物や植物が生きていけなくなり、生態
系に大きな影響を及ぼします。

これからの季節、消雪のための水使用により、急速に地下水位が低下します。
降雪が短時間であれば、水位低下への影響は少ないと考えられますが、小量でも降雪が数日

間続けば、地下水が大量に使用され、水位の低下は大きくなります。その結果、浅井戸を生活
用水としている家庭で水が出なくなるなど、地下水障害の発生が懸念されます。

ホームページアドレスは
www.ton21.ne.jp/suii

市
役
所
内
の
掲
示
板

（
１
階
環
境
課
前
に
あ
り
ま
す
）

河川や土壌の汚染は地下水の汚染につながり、一度汚染され
た地下水を元のきれいな状態に戻すのは、たいへん困難なこと
です。
市民の生活用水を守るために、次のことに心掛けてください。
◆下水道等の認可区域外では、合併処理浄化槽を設置しましょう。
◆家庭では、灯油、てんぷら油など
を台所や側溝に流さないようにし
ましょう。
◆園芸等では、肥料・除草剤は適正
に使用しましょう。

問合せ　環境課　 ２２ー８１２１

・犬の登録と年１回の狂犬病予防注射が
義務付けられています。
・放し飼いはやめ、丈夫な鎖などでつな
いで飼いましょう。

冬は室内でもセーターを着用するなど、服装に気
を配って暖房の温度を調整しましょう。
暖房の温度を１度低く、冷房の温度を１度高く設

定すると・・・

年間およそ３０kgの二酸化炭素が削減でき、お
よそ２,０００円の節約になります。

急発進、急加速は滑らかな発
進、加速に比べて燃料の消費量
が多くなります。また、減速時
にもエンジンブレーキを上手に
使うと燃料を節約できます。

１日１０回急発進、急加速をやめると・・・

年間およそ１００ の二酸化炭素が削除でき、お
よそ４,５００円の節約になります。

電気製品を長時間使用しないときには、コンセン
トを抜くようにしましょう。また、エコタップ等を
使用し、スイッチで接続を切る方法もあります。
テレビやパソコン等を使わないときにプラグを抜

くと・・・

待機時消費電力のおよそ４０％を削減することが
できます。

冷蔵庫に物を詰めすぎると冷気の流れが悪くな
り、物を効果的に冷やすことができなくなります。
冷蔵庫内を整理整頓しましょう。
物を整理して入れると・・・

年間およそ２５ の二酸化炭素が削減でき、およ
そ１,５００円の節約になります。

・散歩のときは汚物袋を
用意し、フンは必ず持
ち帰りましょう。
・モラルを守り、最後ま
で責任をもって飼いま
しょう。

※ 雪がやみ、消雪水の使用を止めると、数日後には水位が回復する
ことが上のグラフから読み取れます。これは、地表水が地下に浸
透しやすく、とけた雪がすぐに地下にかん養されることを示して
います。



問合せ　広報広聴課　 ２２－８１１２

敦賀まつり（９月２日～５日）

つるが・みなと浪漫（１０月１５日～１７日）

子育て総合支援センター開所（１１月１日）

11
月
17
日

、
平
成
16
年
度
の
教

育
委
員
会
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
教
育
・
文
化
お
よ
び
体
育
の

振
興
発
展
に
功
績

を
残
さ
れ
た
４

人
、
１
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

前
教
育
史
編
さ
ん
委
員

前
常
宮
小
学
校
長

紙
わ
ら
べ
の
会
主
宰

敦
賀
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
副
会
長

会
長
　
平
川
ひ
ら
か
わ

幹
夫
み
き
お

福井豪雨災害援助（７月２０日）

５日　沓見地区のお田植え祭りが１８年ぶ
りに復活

３０日　ＮＨＫのど自慢

７日　ＪＲ直流化活性化・利用促進協議会
設立

９日　敦賀市指定文化財新指定　国立福井
病院のユーカリの木　１株

３日　日本原電３・４号機工事着工
９日　中郷西保育園安全祈願祭
１０日　海開き
１１日　参議院選挙区選出議員選挙・参議院

比例代表選出議員選挙
１６日　敦賀サマーフェスティバル２００４

(～２５日)
１８日　平成１６年７月福井豪雨（20～31

日　市民ボランティア・企業ボラン
ティア・市職員を派遣）

２２日　福井豪雨による被災市（福井市・
江市）へ災害見舞金

２８日　県営地域用水環境整備事業　疋田舟
川地域完成式

５日　新春市民交流会　
１１日　第５５回成人式（新成人７７２人）
１８日　敦賀西町の綱引き
２２日　敦賀ＬＮＧ基地建設計画中止に関する

申し入れに対する回答（平成１４年５
月８日付けの本市からの申し入れ）

３０日　高速増殖炉もんじゅのナトリウム漏え
い対策等にかかる「設計及び工事の方
法の変更に係る認可申請（設工認変更
申請）」について経済産業省より認可

２５日　大阪ガス 、敦賀市への土地・施設等
の寄付に関する協定の締結（寄付の期
日は平成１７年３月３１日）

７日　デイサービスセンター「ぬくもりの里」
落成式

１３日　福井県市町村消防相互応援協定に基づ
く総合訓練

１５日　粟野駅併設施設オープン
（JR粟野駅改築）

２６日　国道４７６号木ノ芽峠トンネル開通式
（敦賀市新保～今庄町上板取）

２７日　障害者交流センター「野坂の郷」竣工
式

１日　愛発児童館廃館・本町保育園廃園
葉原保育園休園

１日　敦賀市男女共同参画推進条例施行
１日　花換まつり（～１５日）
２７日　敦賀市企業安全安心まちづくり推進協

議会設立

６日　敦賀高校２年小林
こはやし

翼
つばさ

くんがインター
ハイ陸上競技男子円盤投げで優勝

９日　関西電力 美浜発電所３号機２次系
配管破損事故

１１日　敦賀市博物館建設検討委員会答申
１６日　第５５回とうろう流しと大花火大会
１７日　中池見検討協議会発足
２９日　敦賀市総合防災訓練

２日　敦賀まつり（～５日）
２２日　テロ対応合同訓練
２５日　「奥の細道」つるが芭蕉紀行

（～２６日）
２９日　台風２１号襲来　市内一部床下浸水

等被害あり

１日　国民健康保険被保険者証がカード化さ
れる（１人１枚）

２日　第１７回全国スポーツ・レクリエーシ
ョン祭（～４日）

９日　敦賀市文化協会創立４５周年記念市民
文化祭（～１１月３日）

１５日　つるが・みなと浪漫（若狭路もてなし
「食」フェアｉｎつるが／つるが観光
物産フェア２００４　～１７日）

１６日　2004国際湿地シンポジウムin敦賀
（～１７日）

１７日　第２５回敦賀マラソン大会
２０日　台風２３号襲来　市内道路冠水等被害
２４日　敦賀高校２年小林翼くんが埼玉国体陸

上競技少年男子共通円盤投げで優勝
２６日　新潟県中越地震のため柏崎市・刈羽村

へ救援物資搬送
２９日　第５０回菊花大会＆ガーデニングフェ

ア・敦賀らん展（～11月３日）

敦賀市交通バリアフリー基本構想策定
１日　敦賀市子育て総合支援センター開所
７日　邦楽の祭典（第20回国民文化祭ふくい

2005プレフェスティバル）
９日　福井県原子力発電所所在市町協議会設

立（会長　今井理一高浜町長）
１４日　能楽の祭典（第20回国民文化祭ふくい

2005プレフェスティバル）
２１日　文芸祭「俳句大会」（第20回国民文化

祭ふくい2005プレフェスティバル）
２１日　第６回敦賀ふぐまつり
２６日　華のフェスティバル（第20回国民文化

祭ふくい2005プレフェスティバル　
～２９日）

４日　舞鶴若狭自動車道　敦賀側からの工事
着手
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恒例の「敦賀ふぐまつり」が開催されました。
およそ３００匹のふぐを使って仕込まれた「ふぐ
の大鍋」には、例年どおり長蛇の列ができました。
鮮魚競り市、新鮮野菜市なども催され、会場のき
らめきみなと館は買い物客や、あつあつのふぐ汁
に舌鼓を打つ人たちで大賑わいでした。

民生委員・児童委員の任期が満了し、退任者への感
謝状贈呈と、新任および再任委員への委嘱状伝達が執
り行われました。民生委員・児童委員の皆さんは、各
地区で暮らしについての相談を受けたり、一人暮らし
の家庭を訪問したりといった活動に従事し、市の社会
福祉・児童福祉向上に活躍いただいています。

栄新町の天満神社境内恵毘須神社で、無病息災を願
ってせんべい焼きが行われました。ご神火でたかれた
たき火で焼くせんべいを食べると悪病を払い、無病息
災に過ごせると伝えられています。途中で雨に見舞わ
れましたが、たくさんの人が訪れ、竹ざおにせんべい
を挟み、焦げないようにじっくりとせんべいを焼きあ
げていました。

福井県を舞台に開催される国民文化祭のプレ
フェスティバルとして、邦楽・能楽・俳句・華
道の４部門の発表会が開催されました。本番の
国民文化祭は来年の１０月２２日から１１月３
日までで、敦賀市でこれら４部門の発表が行わ
れるほか、県内各地で様々なイベントが行われ
ます。

１２月４日に福井県若狭湾エネルギー研究センターで、地元関係者や関係機関により小浜西～敦賀間
起工式が開催され、念願でありました敦賀側からの本格的な工事に取り掛かることになりました。工事
は、粟野地区から着手となります。１日も早く開通できるよう、皆さんのご協力をお願いします。

問合せ　高規格道路対策課　 ２２－８１７７

敦賀JCT
至美浜

山

着工個所

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

小浜西～敦賀間起工式




